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る。従って、集団回転運動をモードとしていかに定義するペきかが問題になる。  
丸森、寺崎は、坂田文彦とともに、自己無捜着果団座標法によって集団回転連動を他のモー   
ドと最大限に分離するように定義する方法を発展させ、集団的回転運動の内部構造と回転エネ   
ルギーとの関係を調べてきた。この方法を用いて原子核の粒子一乗団運動相互作用への四重極   
対相関力の影響を調べ、実験値を再現するためにこの有効相互作用が重要な役割を持つことを   
明らかにした。  
原子核のスピン（全角運動量）は集団回転運動と内部状態の両者によって担われていて、ス  
ピンの値が大きくなるにつれて、担い手が変化していく。宇根は、集団回転ハミルトニ7ンを   
生成陸棲の方法で定義し、回掛こ伴って変化する内部状態をクランキング模型によって近似し   
たとき、集団回転ハミルトニアンがスピンと共に漸次的に変化してい く様子、その運動形態が   
どのように変わるかを調べた。さらに、回転エネルギーに占める集団回転からの寄与の割合を   




番村は、V．Gillet（フランス、サクレイ研究所）、J．da Providencia（ポルトガル、コイン   
プラ大）らとともに、原子核を相対論的ハドロン多体系として扱う微視的理論を発展させた。  
この理論は固い芯を用いずに原子核を飽和させる特徴をもつ。平均場近似解の安定性を打一山   
模型を用いて解析し、負のエネルギー状態につめている核子を考慮しないワレチカ横型では相   
対論的ハートレーフォツタ状態が不安定になることを示した。その不安定性から生じる原子核   
振動の発散を除去する方法として、射影法を提案した。また、不安定性のない理論を完成する  
ため有限核について負のエネルギー核子を考慮して繰り込みを実行するための処方を得た。こ  
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